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第30歩

　1904年（明治37）から5年にかけて行わ
れた日露戦争は日本にとっては日清戦争
にくらべて戦死者の数を激増させた戦争
でした。国内には10万世帯を超える戦没
者の遺族が出現したといいます。このた
め、全国各地で戦没者のための慰霊施設
の建設がにわかにさかんとなりました。
戦没者を郷土の誇りとする宣伝や靖国神
社への合祀に呼応して各地の護国神社へ

の合祀、さらに、民間の有志によって招
魂社がつくられ、神社、寺院の境内や公
園、学校等に招魂碑、忠魂碑、弔魂碑な
どがぞくぞくと建てられていきました。
大阪府下にも多くの碑が残っています。
　松原市の阿保地域には日露戦役記念碑
と忠魂碑のふたつが並んでいます。日露
戦役記念碑は当時の松原村から出征した
人の名前が、忠魂碑には戦死した人の名
前が刻まれています。
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橋
本
宗
吉
は
大
阪
が
生
ん
だ
江
戸
時
代
の
蘭
学
者
で

す
。
１
７
６
３
年（
宝
暦
13
年
）北
堀
江
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
代
々
の
家
は
阿
波
の
郷
士
の
家
柄
で
し
た
が
、
父

の
代
に
大
阪
へ
移
住
し
て
か
ら
は
貧
窮
の
状
態
で
、
宗

吉
は
傘
の
紋
様
を
描
い
て
よ
う
や
く
暮
ら
し
を
立
て
て

い
た
と
い
い
ま
す
。
や
が
て
医
家
の
小
石
元
俊
や
天
文

学
者
の
間
重
富
な
ど
か
ら
学
資
を
得
て
、
28
歳
の
と

き
、
江
戸
へ
上
っ
て
大
槻
玄
沢
の
門
下
生
と
な
り
ま
し

た
。
も
ち
ま
え
の
勉
強
ぶ
り
を
発
揮
し
て
た
ち
ま
ち
オ

ラ
ン
ダ
語
を
習
得
し
、
玄
沢
門
下
の
四
天
王
に
数
え
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
勉
学
ぶ
り
は
わ
ず
か
４
ヶ
月
で
４
万

語
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
習
得
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
に
帰
っ
て
か
ら
は
医
業
を
開
く
か
た
わ
ら
「
絲

漢
堂
」（
し
か
ん
ど
う
）を
起
こ
し
、
蘭
学
を
教
え
ま
し

た
。弟
子
に
中な
か
て
ん
ゆ
う

天
游
が
お
り
、さ
ら
に
緒
方
洪
庵
か
ら
福

沢
諭
吉
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。
宗
吉
の
業
績
で
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
は
エ
レ
キ
テ
ル（
電
気
）の
研
究
で
す
。

　

泉
南
の
熊
取
町
に
中
家
と
い
う
豪
農
が
い
ま
し
た
。

今
も
当
時
の
中
家
の
住
宅
が
重
要
文
化
財
と
し
て
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。
宗
吉
は
こ
の
家
の
松
の
木
を
利
用
し

て
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
凧
を
使
っ
て
雷
が

電
気
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
実
験
を
、
こ
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
実
験
の
様
子
は
、日
本
初
の
学
術

的
電
気
実
験
を
元
に
著
し
た
『
阿
蘭
陀
始
制
エ
レ
キ
テ

ル
究
理
原
』に「
泉
州
・
熊
取
谷
に
て
天
の
火
を
と
り
た

る
図
説
」に
記
し
て
い
ま
す
。
主
な
著
書
に
は
、最
初
に

西
洋
医
科
学
を
体
系
的
に
紹
介
し
て
高
い
評
価
を
得
た

『
蘭
科
内
外
三
法
方
典
』が
あ
り
ま
す
。

　

１
８
３
６
年（
天
保
７
年
）５
月
１
日
死
去
。
享
年
74

歳
。
墓
は
大
阪
市
中
央
区
上
本
町
４
丁
目
の
念
仏
寺
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
央
区
南
船
場
３
丁
目
に
「
絲
漢

堂
」（
し
か
ん
ど
う
）跡
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。 31
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こ
の
10
年
ぐ
ら
い
の
日
本
映
画

は
、
水
泳
、
野
球
、
プ
ロ
レ
ス
、

相
撲
、
ジ
ャ
ス
バ
ン
ド
、
ボ
ー

ト
、
卓
球
、
駅
伝
と
、
趣
味
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
ひ
と
つ
の
ジ
ャ
ン
ル

を
舞
台
に
し
た
友
情
と
葛
藤
、
サ

ク
セ
ス
を
ド
ラ
マ
に
し
た
映
画
が

お
お
は
や
り
で
す
。
こ
の
映
画
も

そ
う
し
た
１
本
で
す
。
合
唱
部
に

所
属
す
る
女
子
高
生
が
合
唱
を
通

し
て
友
情
を
は
ぐ
く
み
、
自
ら
に

と
っ
て
大
切
な
も
の
に
気
付
い
て

い
く
青
春
賛
歌
映
画
の
定
番
。

　

女
子
高
生
の
か
す
み
は
自
分
の

こ
と
が
大
好
き
。
し
か
し
、
秘
か

に
思
い
を
寄
せ
る
男
子
が
撮
っ
て

く
れ
た
、
大
口
を
開
け
て
歌
う
自

分
の
写
真
を
見
て
が
く
然
と
し
ま

す
。
そ
の
日
以
来
、
す
っ
か
り
自

信
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
か
す
み
で

し
た
が
、
ラ
イ
バ
ル
校
の
ヤ

ン
キ
ー
合
唱
部
の
情
熱
と
魂

の
込
も
っ
た
合
唱
を
き
っ
か
け
に

自
分
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
す
。

ラ
ス
ト
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
シ

ー
ン
は
、
さ
な
が
ら
ラ
イ
ブ
に
参

加
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
す
。

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
感
情
の

あ
る
歌
声
が
心
に
し
み
こ
ん
で
く

る
映
画
で
す
。
あ
り
き
た
り
な
場

面
設
定
、
オ
ー
バ
ー
な
演
技
ぶ

り
、
映
画
の
出
だ
し
は
う
～
ん
と

い
う
感
じ
で
す
が
、「
一
生
懸
命
に

な
れ
る
こ
と
が
あ
る
っ
て
、
す
ご

い
ね
」
の
セ
リ
フ
が
生
き
て
い
ま

し
た
。
尾
崎
豊
の
曲
な
ど
、
映
画

の
中
で
歌
わ
れ
る
合
唱
曲
に
思
わ

ず
聞
き
ほ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

映
画
『
天
然
コ
ケ
ッ
コ
ー
』
の

夏
帆
が
、
自
分
は
か
わ
い
く
て
歌

が
う
ま
い
と
思
っ
て

い
る
自
意
識
過
剰
の

女
子
高
生
役
を
コ
ミ

カ
ル
に
演
じ
て
い
ま

す
。
ラ
イ
バ
ル
校
の

ヤ
ン
キ
ー
合
唱
部
の

部
長
を
、
ガ
レ
ッ
ジ

セ
ー
ル
の
ゴ
リ
が
ガ

ク
ラ
ン
姿
で
熱
演
。

歌
う
こ
と
に
よ
り
人

間
的
な
成
長
と
複
数

で
歌
う
こ
と
の
す
ば

ら
し
さ
を
描
い
た
映

画
で
す
。
上
映
時
間

は
１
２
０
分
。

　与謝蕪村は、1716年、現在の大阪市都島区毛馬町に生まれました。江戸時代中期の俳人、画家。苗字は谷口、
または谷で、与謝は母親が丹後与謝の出身だからという説もあります。蕪村は号で、本名や通称は不明。「蕪
村」とは中国の詩人陶淵明の詩「帰去来辞」に由来すると考えられています。20歳の頃江戸に出て早野巴人
（はやの はじん）、夜半亭宋阿（やはんてい そうあ）に師事し俳諧を学びました。その後、丹後、讃岐など
を行脚し42歳の頃に京都に居を構えました。与謝蕪村のよく知られた句には、「春風や　堤長うして　家遠
し」「春の海　ひねもすのたり　のたりかな」などがあります。1784年１月17日、68歳の生涯を閉じました。

♡いまも 心に響く　名詩･名歌･名語録

　（久しぶりに逢ったあなたなのに、ろくにお話しする時間もなしにすぐに別れてしまうなんて。まる
で、明るいお月さまがあっと言う間に雲に隠れてしまうようで残念だわ）。『源氏物語』の作者として著名
な紫式部（むらさきしきぶ、生没年不明、1008年に30歳ぐらいといわれています）は、平安時代中期の女
性作家、歌人。源氏物語の作者として有名です。三十六歌仙の一人。標題の和歌は『小倉百人一首』にも
入っています。藤原北家の出身で、女房名は「藤式部」。「紫」の称は『源氏物語』の作中人物「紫の上」
に、「式部」は父が式部大丞だったことに由来しています。今年は『源氏物語』誕生1000年。

　

南
海
本
線
の
吉
見
ノ
里
駅
か

ら
北
に
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
行
く
と
、
明
治
・
大
正
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の

よ
う
な
洋
館
に
出
会
い
ま
す
。

門
柱
に
は
「
田
尻
歴
史
館
」
の

看
板
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
洋

館
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て

「
綿
の
王
」と
呼
ば
れ
、
関
西
繊

維
業
界
の
中
枢
を
担
っ
た
谷
口

房
蔵
・
大
阪
合
同
紡
績（
株
）元

じ
姿
の
ま
ま
建
っ
て
い
ま
す
。

　

建
築
は
大
正
11
年
。
設
計
者

は
「
大
阪
ガ
ス
ビ
ル
」
の
設
計

等
で
有
名
な
安
井
武
雄
氏
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
綿
の
王
」の
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
建
て
ら
れ
た
洋

館
の
横
に
、
日
常
生
活
の
た
め

の
和
風
住
宅
が
設
け
ら
れ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ス
タ
イ
ル
の
洋
館

社
長
の
別
邸
と
し
て
、
氏
の
郷

土
で
あ
る
大
阪
府
泉
南
郡
の
田

尻
町
に
建
て
ら
れ
た
、
大
阪
府

指
定
有
形
文
化
財
で
す
。
敷
地

内
に
は
洋
館
、和
館
、土
蔵
、茶

室
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
建
築
学
的
に
注
目
さ
れ

る
近
代
建
築
の
ひ
と
つ
で
す
。

田
尻
町
の
発
展
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
紡
績
工
場
を
見
晴
ら
し
て

い
た
洋
館
は
、
現
在
も
昔
と
同

と
伝
統
的
な
和
館
が
見
事
に
調

和
し
て
い
ま
す
。
特
に
イ
ン
テ

リ
ア
で
は
、
い
た
る
所
に
使
わ

れ
て
い
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

必
見
で
す
。

　

館
内
で
は
各
種
の
催
し
や
レ

ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
の
窓
に
さ
り
げ
な

く
置
か
れ
た
ラ
ン
プ
に
は
、
時

価
１
０
０
万
円
の
価
格
が
付
い

て
い
る
な
ど
、
驚
か
さ
れ
ま

す
。
休
日
の
ひ
と
と
き
、
こ
の

館
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で

過
ご
す
の
も
い
い
も
の
で
す
。

か
つ
て
の
紡
績
王
の
洋
館
を
開
放

田尻歴史館
「愛らんどハウス」
（大阪府泉南郡田尻町）

「うた魂
たま

♪」

菜の花や

月は東に　日は西に

� 与謝　蕪村

めぐり逢いて
見しやそれともわかぬまに
雲隠れにし夜半の月かな
� 紫　式部

日露戦没記念碑
と忠魂碑

大正時代の美しい洋館の姿を
現在も残す田尻歴史館　　　

ミュージアムメモ

▼所在地／〒598-0092　泉南群田
尻町大字吉見1101－1　交通／南
海本線「吉見の里駅」から徒歩10分

▼問い合わせ／☎072－465－0045

▼開館時間／午前９時～午後６時
（入館は午後５時30分まで） ▼休館
日／水曜日・12月29日～12月31日

▼見学は無料ですが貸館、イベン
トにより見学できない場合もあり
ますので事前にご確認ください。

熊取町の中家の住宅内に、橋本宗吉
電気実験の再現人形があります　　

松
原
市
阿
呆
に
あ
る
日
露
戦

没
記
念
碑（
右
）と
忠
魂
碑　

（松原市）

橋
本
宗そ

う
き
ち吉
と
電
気
実
験

大阪府泉南郡
熊取町 ）（

高校の合唱部を舞台に
合唱のさわやかさ満喫


